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不誠実なボーナス団交を開催
サービック会社の上半期の営業利益が５００万円の黒字！

赤字を見込んでいます！黙って我慢しろってか？
１１月９日の団体交渉でサービック会社から『2023年度上半

期の営業収益ですが、ＪＲ東海との契約方式の見直しや作業

量の増加により対前年比100.6％、28億4千万円、営業利益は5

百万円と黒字を確保しましたが、ベースアップ実施や法定福

利厚生費の増により人件費が増加し、微増収・大幅な減益決

算となりました。2023年度通期においては、コロナ禍からの

回復に伴い東海道新幹線をご利用のお客様が増加し作業量増

が予想される一方、人件費の増等により赤字を見込んでいま

す。』と趣旨説明されました。

不誠実なボーナス団交とは

①上半期の決算書を明らかにしなかった。

②前年度の純利益４３億円についての説明が出来な

かった。

③交渉無しで次回が回答日である。

④次回の団交が１５分間と制限された。

⑤会社の趣旨説明を公表するなと言われた。
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